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議案 資料①

番号 件　　　　　名 主　管　課

3 令和８年度山口県教育支援委員会委員の任命について
特 別 支 援
教育推進室

P.2

報告事項

番号 件　　　　　名 主　管　課

1 令和８年３月新規高等学校等卒業者の就職内定状況等について 高校教育課 P.5

2 やまぐち専門高校魅力創出事業について 高校教育課 P.7
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議案第３号 

 

 

 

山口県教育支援委員会委員の任命について 

 

 

  山口県教育支援委員会規則（昭和５３年山口県教育委員会規則第４号）第

３条第２項の規定に基づき、山口県教育支援委員会の委員を別紙のとおり任

命する。 

 

 

 

  令和８年 (2026年)５月２６日 

 

山口県教育委員会 
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【別紙資料１】 
山口県教育支援委員会規則 

（趣  旨） 
第１条 この規則は、附属機関の設置に関する条例（昭和２８年山口県条例第５１号）第２条の規定に

基づき、山口県教育支援委員会（以下「委員会」という。）の組織、運営その他必要な事項について定

めるものとする。 
（所掌事務） 
第２条 委員会は、山口県教育委員会（以下「教育委員会」という。）の諮問に応じ、次に掲げる事項に

ついて調査審議する。 
 (１) 県立の特別支援学校に就学しようとする者並びに在学する児童及び生徒のうち、当該学校におい

て障害の種類及び程度を判定することが困難なものについての教育支援に関すること。 
 (２) 障害の種類及び程度を判定することが困難であるとして市町教育委員会から依頼のあった者に

ついての教育支援に関すること。 
 (３) 前２号に掲げるもののほか、障害のある児童及び生徒の教育支援について教育委員会が特に必要

と認める事項に関すること。 
（組  織） 
第３条 委員会は、委員２０人以内で組織する。 
２ 委員は次に掲げる者のうちから、教育委員会が任命する。 
 (１)学識経験を有する者 
 (２)医師 
 (３)関係行政機関の職員 
 (４)関係教育機関の職員 
（任  期） 
第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の任期は、前任者の残任期間とする。 
２ 委員は、再任されることができる。 
（会長及び副会長） 
第５条 委員会に会長及び副会長各１人を置く。 
２ 会長及び副会長は、委員が互選する。 
３ 会長は、会務を総理し、委員会を代表する。 
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 
（会  議） 
第６条 委員会の会議（以下「会議」という。）は会長が招集する。 
２ 会議の議長は、会長をもって充てる。 
３ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ、開くことができない。 
４ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
（部  会） 
第７条 委員会に、委員会から付議された事項を調査審議するため、次に掲げる部会を置く。 
 (１)視覚障害部会 
 (２)聴覚障害部会 
 (３)知的障害部会 
 (４)肢体不自由部会 
 (５)病弱・虚弱部会 
２ 部会は、委員会の委員で組織する。 
３ 部会に属すべき委員は、委員会の会長が指名する。 
４ 前２条の規定は、部会について準用する。この場合において、これらの規定中「会長」とあるのは

「部会長」と、「副会長」とあるのは「副部会長」と読み替えるものとする。 
（調 査 員） 
第８条 委員会に、特別の事項を調査するため必要があるときは、調査員を置くことができる。 
２ 調査員は、関係行政機関又は関係教育機関の職員のうちから、教育委員会が任命する。 
３ 調査員は、当該特別の事項に関する調査が終了したときは、解任されるものとする。 
（庶  務） 
第９条 委員会の庶務は、教育庁特別支援教育推進室において処理する。 
（そ の 他） 
第 10 条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、会長が委員会に諮って定

める。 
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氏名 所属・役職 区分 備考

松　本　友　子
山口県理学療法士会

（山口コ・メディカル学院　理学療法学科　専任教員）
学識経験者 新任

福　田　修　三 （財）山口県肢体不自由児協会　理事 学識経験者 前任

2 西　川　浩　子
山口県ＬＤ親の会「ほっぺ」　会長

（医　師）
  学識経験者　 再任

3 藤　田　久　美 山口県立大学社会福祉学部　学部長（教授） 学識経験者 再任

4 空　田　朋　子 山口県立大学看護栄養学部　助教 学識経験者 再任

竹　永　吉　伸
山口県知的障害者福祉協会

（山口県社会福祉事業団このみ園　園長）
学識経験者 新任

松　本　　　正
社会福祉法人ひらきの里

障害者支援施設ひらきの里　施設長
学識経験者 前任

6 松　岡　勝　彦 山口大学教育学部　教授 学識経験者 再任

7 綿　野　友　美 よしとみクリニック　院長 医師（小児科） 再任

8 伊　住　浩　史
　鼓ヶ浦こども医療福祉センター

　小児神経科医
医師（小児神経科） 再任

9 渡　　　広　子 精神科医 医師（精神科） 再任

10 池　田　卓　生
　鼓ヶ浦こども医療福祉センター

　耳鼻咽喉科医
医師（耳鼻咽喉科） 再任

11 吉　村　佳　子 小郡第一総合病院　眼科医 医師（眼科） 再任

松　本　寿　子
山口県国公立幼稚園・こども園連盟 会長

（下関市立豊東幼稚園　園長）
関係教育機関 新任

岡　村　貴美子
山口県国公立幼稚園・こども園連盟 前会長

（山口市立宮野幼稚園　園長）
関係教育機関 前任

13 佐　野　　　太
（公財）山口県私立幼稚園協会　副理事長

（学校法人小野田めぐみ学園

　小野田めぐみ幼稚園　理事長兼園長）

関係教育機関 再任

赤　松　康　乃
山口県保育協会

（社会福祉法人吉敷愛児園
　認定こども園おおとり　園長）

関係教育機関 新任

肥　塚　新　一
山口県保育協会

（幼保連携型認定こども園
　社会福祉法人　聖母園　園長）

関係教育機関 前任

長谷川　真　季
山口県小学校長会

（宇部市立厚東小学校　校長）
関係教育機関 新任

中　村　広　幸
山口県特別支援教育研究連盟　会長

（岩国市立錦中学校　校長）
関係教育機関 前任

15

※　任期　令和８年６月１日～令和１０年５月３１日

【別紙資料２】

令和８年度　山口県教育支援委員会委員（案）

1

5

12

14
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令和８年３月新規高等学校等卒業者の就職内定状況等について 
 

令和８年３月末日現在（山口労働局調べ） 

           性別 

項目 
合 計 男 子 女 子 前年同期比 

Ａ 

求人数(人) 

県内 

ﾊﾛｰﾜｰｸ 

受理数 

(6,541) 

6,271  
 

▲4.1％ 

Ｂ 

就  職 

希望者数  

      （人） 

県内就職

希望者数 

(1,894) 

1,857  

(1,172) 

1,223 

(722) 

634  ▲2.0％ 

県外就職

希望者数 

(440) 

446  

(353) 

367  

(87) 

79  1.4％ 

合   計 (2,334) 

2,303  

(1,525) 

1,590  

(809) 

713 ▲1.3％ 

Ｃ=Ａ/Ｂ      

 求人倍率（倍） 
(2.80) 

2.72  

 

▲0.08ﾎﾟｲﾝﾄ 

Ｄ 

就   職 

内定者数 

（人） 

県  内 

就職者数 

(1,891) 

1,848  

(1,171) 

1,219  

(720) 

629  ▲2.3％ 

県  外 

就職者数 

(437) 

446  

(352) 

367  

(85) 

79  2.1％ 

合  計 (2,328) 

2,294  

(1,523) 

1,586  

(805) 

708  ▲1.5％ 

Ｅ＝Ｄ／Ｂ 

就  職 

内 定 率 

（％） 

県内就職 
(99.8) 

99.5  

(99.9) 

99.7  

(99.7) 

99.2  ▲0.3ﾎﾟｲﾝﾄ 

県外就職 
(99.3) 

100.0  

(99.7) 

100.0  

(97.7) 

100.0  0.7ﾎﾟｲﾝﾄ 

合  計 (99.7) 

99.6  

(99.9) 

99.7  

(99.5) 

99.3  ▲0.1ﾎﾟｲﾝﾄ 

Ｆ 

県内・県外 

就 職 内 定 

比     率 

      （％） 

県内就職 
(81.2) 

80.6  

(76.9) 

76.9  

(89.4) 

88.8  ▲0.6ﾎﾟｲﾝﾄ 

県外就職 
(18.8) 

19.4  

(23.1) 

23.1  

(10.6) 

11.2  0.6ﾎﾟｲﾝﾄ 

（注）１．（ ）内は昨年同期の数値である。 

   ２．Ａ欄：求人数は、山口県内のハローワークで受理した求人数である。 

   ３．Ｂ欄：就職希望者数は、学校又はハローワークの紹介を希望する者の数である。 

   ４．Ｃ欄：求人倍率は、Ａの求人数／Ｂの就職希望者数（合計）である。 

      ５．Ｆ欄：県内・県外就職内定比率は、令和８年３月末日現在における就職内定者の合計2,294人に 

：対する県内・県外就職内定者（1,848人、446人）の比率である。 

 
 ［調査対象］ 

国公私立（全日制・定時制・通信制）・中等教育学校・特別支援学校・専攻科の 
ある学校で、自己就職者を含まない就職希望者 

報告事項 1 
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令和８年度「明日のやまぐちを創る！高校生就職支援事業」の概要 

 

１ 高校生キャリアデザイン支援事業 

 〇 ものづくり産業魅力体験セミナー 
  ・講義や演習を通して、県内企業の優れた技術や魅力の理解を図る体験型セミナーの実施 

対 象：県立高等学校等に在籍する高校１、２年生 

 〇 やまぐち魅力発見セミナー 
・ライフプランニング等について考えるワークショップ、県内に就職した卒業生や本県にＩターン
等した若者が、山口県や県内企業等の魅力について語るセミナー及び座談会の実施 

対 象：公立・私立高等学校等、県立特別支援学校に在籍する高校１、２年生及び保護者  

 〇 やまぐち仕事探究セミナー 
  ・労働法制や高校生を取り巻く雇用環境、地域産業の雇用動向等に関するガイダンス等の実施 

対 象：公立・私立高等学校等、県立特別支援学校に在籍する高校３年生及び保護者 

２ やまぐち産学マッチング事業 

〇 就職支援を担う人材等配置（県立高校22名、私立高校４名、県立特別支援学校４名） 
 ・１年時から個別相談等を行い、生徒の希望・適性に沿った伴走型支援の実施 
・総合支援学校に在籍する生徒の現場実習先の開拓及び就職支援、障害者雇用に関する理解促進 

〇 高校と地元企業による交流フェア 
・学校における交流フェアの企画等を担当する産学連携コーディネーターの配置（県立高校２名） 

〇 ふるさと山口企業合同就職フェア 
・高校生、保護者と企業の採用担当者との面談 

 

 

〇 県内就職促進協議会 
・教員等と企業の採用担当者との情報交換 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
３ やまぐちリーディングカンパニー連携事業 

〇 やまぐちリーディングカンパニー訪問事業 
・ＤＸや働き方改革を推進している企業への訪問、企業で働いている方との意見交換等を実施 

対 象：県立高等学校等、県立特別支援学校に在籍する高校１、２年生及び保護者 

 〇 デジタルスキル習得支援事業 
・産業界のＤＸの進展に伴い必要となる知識・技術の習得支援や、企業・学校の施設・設備を活用
した実習を実施 

対 象：県立高等学校（職業に関する学科、総合学科） 

対 象：公立・私立高等学校等、特別支援学校に在籍する高校１、２年生及び就職希望の３年
生並びに保護者 

開催日：６月９日(火)【岩国】、６月10日(水)【山口】、６月11日(木)【萩】 
６月15日(月)【下松】、６月16日(火)【宇部】、６月18日(木)・19日（金）【下関】 

対  象：公立・私立高等学校等、特別支援学校 
開催予定日・会場：     岩国・柳井地区・・・・・  ５月19日(火)シンフォニア岩国 

周南・下松・光地区・・・ ５月13日(水)ほしらんどくだまつ 
山口・防府地区 ・・・・ ５月８日(金)県庁職員ホール 
宇部・山陽小野田地区 ・ ５月14日(木)山口県産業技術センター 
下関地区 ・・・・・・・ ５月11日(月)海峡メッセ下関 
萩・長門地区 ・・・・・ ５月22日(金)萩市民館 
県東部  ・・・・・・・・  ６月２日(火)ほしらんどくだまつ 
県央部(Ⅰ)  ・・・・・・  ５月26日(火)県庁職員ホール 
県央部(Ⅱ)  ・・・・・・  ６月５日(金)県庁職員ホール 
県西部・・・・・・・・・  ５月28日(木)海峡メッセ下関 

※ Ⅱ期：Ⅰ期で参加できなかった企業が参加、県東部及び県西部は製造業を中心とした協議会 
※ 公務員説明会・・・５月29日（金）県庁共用第４会議室 

Ⅰ 
期 

Ⅱ
期 
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１ 主  旨 

専門高校の学科特性を活かした課題解決型学習（ＰＢＬ）を推進するとともに、

小・中学生や保護者等に対して専門高校の魅力を積極的に発信することで、進路意

識の醸成及び専門高校の更なる魅力向上を図る。 

 

２ 事業概要 

① 企業から学ぶ！ローカル×テック探究プロジェクト 

地元企業との連携による課題解決型学習（ＰＢＬ）の推進 

【実施内容】 
［対 象］ 県立高等学校（専門学科）農業、工業、商業、水産、家庭の５学科 
［内 容］ 地元企業の伴走支援による年間を通じた課題解決型学習（ＰＢＬ） 

      を実施し、専門高校における探究的・実践的な学びを充実 
［成果の還元］ ・ やまぐちスペシャリストＥＸＰＯにおいて報告会を開催 

し、事業実施校の取組成果等をやまぐちスマートスクール 
ポータルサイトに掲載 

・ 各教科部会で実施される研究発表会や協議会等を通じて 
成果を共有 

 
② 専門高校プロモーションプロジェクト 

 【実施内容】 
  ○ やまぐちスペシャリストＥＸＰＯの開催 

［対 象］ 小・中学生や保護者等 
［日 時］ １２月２０日（日） 
［開催場所］ 山口県健康づくりセンター 
［内 容］ 県内の専門高校が一堂に会し、各校の特色ある学科・活動内容の 

紹介や、地元企業と連携した展示体験ブースを設けるイベントを 
開催 

〇 魅力発信コンテンツの制作 
［内 容］ 専門高校ならではの実践的な学びや進路面での強み等について、 
     県内の専門高校を横断的に紹介するパンフレットや専用ホーム 

ページを制作 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

やまぐち専門高校魅力創出事業について 

報告事項 2 
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